
担当科目 単位数 授業時間 担当講師 

基礎看護学概論Ⅱ 

（看護過程） 

1 単位 

30 時間 
1 年生 専任教員 

《学習目標》 

1. コミュニケーションの技術が理解できる。 

2. 看護過程に沿って看護実践を行うことの意義と重要性を理解する。 

3. 看護過程の構成要素を理解する。 

4. 模擬事例において、看護過程を展開できる。 

授業内容 備考 

1.2. コミュニケーションの技術 

    コミュニケーションとは 

    対人関係プロセスとしての看護 

    看護理論とコミュニケーション 

    看護とコミュニケーション 

    コミュニケーションのプロセスに影響する因子 

 

3.  看護過程とは何か  

構成要素 概念枠組み 看護理論との関係 

 

4.5. アセスメント 

観察と情報収集について 

    情報をどの視点から収集するか 

    身体的・精神的・社会的側面について 

    情報の整理・分類 

    情報の解釈・分析 

 

6.7. アセスメント（事例を用いて演習） 

 

8.9. 関連図（事例を用いて演習） 

 

9.10. 看護問題の明確化・問題リスト（事例を用いて演習） 

    看護上の問題と優先順位 

 

11.～14. 看護目標看護計画の立案・看護計画（事例を用いて演習） 

     看護計画立案の要点と具体的な計画立案 

 

15.  実施と記録（SOAP）・評価 
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《教科書》 

 系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅰ 基礎看護学❷ 医学書院 

《評価》 

 出席、提出物、看護過程展開課題により総合的に評価する 

 


